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表 1 対象患者の内訳 
 性別 年代 疾患 患者背景 
A 氏 女性 70 歳代 両白内障 ADL 自立 




C 氏 男性 60 歳代 左硝子体 ADL 自立 
D 氏 女性 60 歳代 両白内障 ADL 自立 
E 氏 女性 80 歳代 両白内障 透析患者、付き添い
杖歩行 























1． A 氏の場合 
点眼手技状況 開始時 退院時 
点眼瓶の固定ができる △ ― 
点眼瓶の先が目につかない △ ― 
眼の中に滴下できる △ ― 











点眼手技状況 開始時 退院時 
点眼瓶の固定ができる △ ○ 
点眼瓶の先が目につかない △ ○ 
眼の中に滴下できる △ ○ 





































点眼手技状況 開始時 退院時 
点眼瓶の固定ができる △ △ 
点眼瓶の先が目につかない △ ○ 
眼の中に滴下できる △ △ 


















点眼手技状況 開始時 退院時 
点眼瓶の固定ができる △ ○ 
点眼瓶の先が目につかない △ ○ 
眼の中に滴下できる △ △ 
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